
拠点統合や遊休地の見直しを通じて

企業価値の最大化を実現

CRE戦略

こちらから

お問い合わせ可能です。

お問い合わせ

三菱地所リアルエステートサービスの事業内容

グループの総合力を活かした解決策の提案

豊富な不動産情報を的確なアドバイスでオー

ナー様とテナント様のニーズを実現

ビル賃貸

Ｍ＆Ａの実現を迅速かつ確実に

トータルサポート

M&A・事業継承

相続時の税務対策や保有資産の活用・

組み換えをプロの視点でアドバイス

相続

お客様の事業戦略・目的にマッチした

不動産売買をサポート

不動産売買仲介

マンションの運営管理をきめ細かく

サポートし、資産価値の最大化に貢献

住宅賃貸

土地や事業用不動産の有効活用を通じて資

産価値の最大化をサポート

不動産投資・資産運用

不動産を活用した有益な駐車場運用を

すべて代行

駐車場運用

当社は高いコンサルティング力と

三菱地所グループの幅広い知見を活用し

ワンストップでのご提案が可能です。

不動産の売却・購入・賃貸借サポート、不動産鑑定評価に至るまで、

三菱地所グループの豊富なノウハウやリソースを活用し、

さまざまな角度から専門スタッフが適切なタイミングでご提案します。
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ホームページからのお問い合わせ
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-9-2

大手町フィナンシャルシティ グランキューブ11階

三菱地所リアルエステートサービス株式会社 マーケティング部
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不動産売買・賃貸マーケットともに現在

および6ヶ月後について「拡大継続でピー

クに近づく」が多い結果となった。

この背景には物件価格のさらなる上昇

に加え、マンション・オフィスビルの賃料が

今後も上昇継続するという強い見方が

ある。

利回りの圧縮が進む中でも、賃料収入

の増加が市場の底堅さを支える構図が

鮮明となっている。

・不動産売買マーケット

不動産売買マーケットについて「拡大継

続でピーク近づく」との回答が現在・6ヶ

月後ともに最多。一方、6ヶ月後のマー

ケットでは「ピークを過ぎ、減退局面に転

じる」の回答が現在と比較し+7.6Ptと

増加。

・不動産賃貸マーケット

不動産賃貸マーケットについて売買マー

ケットと同様、現在・６ヶ月後ともに

「拡大継続でピークに近づく」の回答が

最多。一方売買マーケットと比較すると

「回復継続」の回答割合が大きく、さら

なる拡大の余地が感じられる。

◆ 市況観は売買・賃貸ともに「拡大継続でピークに近づく」が共通認識

◆ 注目アセットは売買マーケットで「ホテル」と賃貸マーケットで「オフィスビル」

◆ 賃料上昇局面でもアセット・プレーヤーにより注目内容が異なる

全体の市況観

アンケート実施期間：2025年9月30日～2025年10月10日

回答者数：400名

回答依頼対象：一都三県に存するデベロッパー、買取・再販売、アセットマネジメント、不動産賃貸・管理、仲介業種のお客様

不動産マーケットに関するアンケート調査25-Q2

（注1）構成比は、小数点第1位を四捨五入した値のため、合計が100とならない場合があります。

マーケット別アセット動向

本資料はサマリ版となっており、詳細版では各設問における業種やアセットの傾向まで、

さらに詳細な情報が掲載されております。右記QRコードより申込いただけます。
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①底である

②底を脱し、回復局面に転じた

③回復が続いている

④拡大が続き、ピークに近づいている

⑤ピークである

⑥ピークを過ぎ、減退局面に転じた

⑦減退が続いている

⑧減退が続き、底に近づいている

■不動産売買マーケット

売買市場では「ホテル」が、賃貸市場

では「オフィスビル」が、それぞれ注目ア

セットとなった。

特にホテルに対しては、市場拡大を見

込んだ強気な価格目線が維持されて

いる。

一方のオフィスビルも、半年後の募集

賃料について「強気」とする回答が目

立っており、空室率の低下やフリーレン

ト期間の短縮など、活況を呈するデータ

が並んでいる。
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プレーヤー別の視点
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■オーナーの関心の高い不動産ニーズ（上位3位）

■テナントの関心高い不動産ニーズ

オーナー・テナントはそれぞれ賃料上昇の

共通局面であり最多回答は「空室率

や賃料動向」であるものの、それ以外の

不動産ニーズの関心へ差がみられる。

オフィスオーナーが賃料増以上に「大規

模修繕・建替え」を見据えたコスト高を

注視するというコメントが出る一方、マン

ションオーナーは「賃料の更なる増額」と

いう収益性に集中する姿勢がみられる。

対照的にオフィステナントでは、賃料増

額への対抗策として「複数拠点の集約

によるコスト抑制」を図る動きが見られ

た。
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■不動産賃貸マーケット
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■６ケ月前からの

売却物件価格の変化

オフィスビル マンション

強気

やや強気

やや弱気

弱気

上昇した

変わらない

下落した

■アセット別

貸主募集賃料設定
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■積極的な投資・市場拡大

上位2アセット（売買）

■購入価格目線

上位2アセット

強気 やや強気 やや弱気 弱気
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■６ヶ月後の空室率予測 ■６ヶ月後のフリーレント予測
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